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★
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

８
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

８
月
５
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

８
月
19
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

８
月
26
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

８
月
26
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

当
館
で
は
、
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）

か
ら
６
月
25
日
ま
で
「
令
和
」
改
元
５
周

年
及
び
み
や
こ
町
先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
完
成

を
記
念
し
た
特
別
展
「
吉
田
兄
弟
も
の
が

た
り
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画

展
は
マ
ン
ガ
の
各
場
面
に
沿
っ
て
兄
弟
の

関
連
資
料
を
展
示
し
、
兄
弟
の
人
生
や
功

績
を
多
く
の
人
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
約
50

日
の
会
期
中
、
観
覧
者
が
こ
れ
ま
で
に
実

施
し
た
企
画
展
で
は
最
多
の
１
８
８
２
名

に
達
す
る
な
ど
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
企
画
展
開
催

中
に
、
兄
弟
の
子
孫
の
方
々
が
東
京
を
は

じ
め
、
遠
方
か
ら
お
見
え
に
な
る
な
ど

様
々
な
反
響
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
企
画
展
の
来
館
者
か
ら
「
こ
の

町
出
身
の
人
物
が
一
番
馴
染
み
深
い
昭
和

の
元
号
を
考
案
し
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
。
誇
り
に
思
っ
た
。
」
「
展
示
さ
れ
て

い
る
レ
ト
ロ
グ
ッ
ズ
は
家
に
あ
っ
た
も
の

ば
か
り
。
展
示
資
料
に
な
る
な
ら
捨
て
な

き
ゃ
よ
か
っ
た
！
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
「
昭
和
の
原
点
は
み
や
こ

町
！
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

実
施
日
時

８
月
27
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

実
施
場
所

博
物
館
ホ
ー
ル

参
加
対
象
者

み
や
こ
町
内
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
で
、電
話（
上
記
連
絡
先
）

に
よ
る
事
前
申
込
み
が
必
要
。

先
着
30
名（
児
童
数
）ま
で
。

＊
低
学
年（
１
〜
３
年
生
）は
、保

護
者
同
伴
の
参
加
が
前
提
。

申
込
受
付
開
始
日

８
月
５
日
（
土
）
９
時
〜

参
加
費

１
名　
２
０
０
円

▲完成標本（イメージ）

博
物
館「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」

み
や
こ
の「
岩
石・鉱
物
標
本
教
室
」

「
吉
田
兄
弟
も
の
が
た
り
展
」

大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

「
令
和
」改
元
５
周
年
み
や
こ
町
先
人
顕
彰
マ
ン
ガ
完
成
記
念
特
別
展

博
物
館
で「
楽
習
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で

す
。以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
！

★
博
物
館
友
の
会

バ
ス
ハ
イ
ク
・歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
豊
み
隊
！
）養
成
講
座

町
の
宝
を
三
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
＝
①

ガ
イ
ド
（
案
内
）②
ガ
ー
ド
（
管
理
）③

ワ
ー
ク
（
調
査
）で
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
・養
成
す
る
講
座
で
す
。

　7月11日（火）、前日迄の豪雨を受けて町内文
化財を巡検した結果、永沼家住宅（犀川帆柱）で
小規模な土砂崩れが確認されました。小規模と
はいえさらなる被害が生じる恐れもあるため、早
急に復旧する必要があります。

　６月～７月にかけて町内小・中学校６校の児
童・生徒３６２名を対象に、先人顕彰マンガ「吉田
兄弟物語」を活用した地域学習を実施しました。
児童生徒は兄弟が成し遂げた功績の大きさに
驚き、またマンガに登場した町内の学校や地域
の地名に興味津々の様子でした。

６月・７月の業務日誌から

夏休みの自由研究に！

▲「昭和レトログッズ」は
　中学生にも大人気！

▲人気の「元号発表体験」コーナー
　写真は「博物館友の会」白川会長

▲ボランティア・ガ－ド編の様子 町の文化遺産の
　クリーン活動等通じて保護活動をサポートします

▲マンガを使った授業で兄弟の功績の大きさや故郷への
想いを詳しく知ることができました▲法面が崩落して、家屋まで土砂が迫っています
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

「
野
球
」か
ら
み
る

 
み
や
こ
町
の
歴
史
遺
産 160

▲木屑録：添削は正岡子規によるもの（みやこ町歴史民俗博物館蔵）

甲
子
園
の
土

　

今
年
も
「
夏
の
甲
子
園
」
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
の
高
校
球
児
の
憧

れ
の
舞
台
で
あ
る
、
こ
の
大
会
は
大
正

４
年
（
１
９
１
５
）
に
第
一
回
大
会
が

開
始
さ
れ
、
今
年
で
１
０
５
回
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
大
会
の
舞
台
で
「
高
校
野

球
の
聖
地
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
甲

子
園
球
場
」
で
す
が
、
こ
こ
で
く
り
広

げ
ら
れ
る
試
合
が
終
了
し
た
後
、
こ
の

球
場
を
去
る
多
く
の
球
児
が
「
甲
子
園

の
土
」
を
持
ち
帰
る
姿
を
目
に
し
ま
す
。

こ
の
球
場
で
行
わ
れ
る
試
合
を
象
徴
す

る
こ
の
「
儀
式
」
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
様
々
な
証
言
の
中
に
次
の
よ

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

終
戦
直
後
の
昭
和
22
年（
１
９
４
７
）

に
開
催
さ
れ
た
第
29
回
大
会
で
小
倉
高

校
が
優
勝
し
、
こ
の
時
初
め
て
優
勝
旗

が
関
門
海
峡
を
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
同
校
は
翌
年
も
優
勝
し
、
福
嶋
一

雄
投
手
を
は
じ
め
と
し
た
選
手
は
３
連

覇
を
か
け
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
の

第
31
回
大
会
に
臨
み
ま
す
が
、
準
々
決

勝
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
呆
然
と
立

ち
つ
く
す
福
嶋
投
手
は
、
無
意
識
の
う

ち
に
足
元
の
土
を
つ
か
ん
で
ズ
ボ
ン
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
球
場
を
去
り
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
い
た
大
会
の
副
審
判
長
が

小
倉
に
帰
っ
た
福
嶋
投
手
に
速

達
で
「
君
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

ポ
ケ
ッ
ト
に
は
き
っ
と
大
事
な

も
の
が
入
っ
て
い
る
は
ず

だ
。」
と
伝
え
ま
し
た
。

 　

こ
の
感
動
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
有
名
に
な
り
、
福
嶋
投
手
は

「
甲
子
園
の
土
を
最
初
に
持
ち
帰
っ
た

球
児
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

福
嶋
投
手
が
在
籍
し
た
小
倉
高
校
は
、

今
年
で
２
６
５
年
の
歴
史
を
も
つ
「
育

徳
館
」
と
同
じ
小
倉
藩
の
藩
校
「
思
永

斎
」
を
ル
ー
ツ
と
す
る
学
校
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
「
打
球
鬼
ご
っ
こ
」

　

本
年
３
月
に
日
本
中
を
「
歓
喜
と
感

動
の
渦
」
に
巻
き
込
ん
だ
「
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

（
W
B
C
）」
優
勝
で
す
が
、
こ
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
日
本
代
表
選
手
「
侍

ジ
ャ
パ
ン
」
の
活
躍
が
映
画
化
さ
れ
る

な
ど
、
今
日
も
そ
の
興
奮
の
余
韻
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
野
球

の
起
源
は
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
来
日
し
た
米
国
人
ホ
ー
レ
ス
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
が
当
時
の
東
京
開
成
学
校
予
科

（
現
在
の
東
京
大
学
）
の
学
生
に
指
導

し
た
こ
と
が
最
古
の
事
例
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
時
は
試
合
風
景
を
見
た

人
々
か
ら
「
打
球
鬼
ご
っ
こ
」
と
い
う

名
で
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。ホ
ー
レ
ス
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
平
成
15
年（
２
０
０
３
）

に
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
を
、「
野

球
」
と
初
め
て
日
本
語
に
訳
し
た
の
は
、

第
一
高
等
中
学
校（
現
在
の
東
京
大
学
）

野
球
部
員
で
あ
っ
た
中
馬
庚
と
い
う
人

物
で
す
が
、
こ
の
「
野
球
」
を
こ
よ
な

く
愛
し
、
自
ら
の
雅
号
に
用
い
た
人
物

が
正
岡
子
規
で
す
。 

フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
は
「
四
球
」
？

　

８
月
15
日
は
終
戦
記
念
日
で
、
各
地

で
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
取
組
が
行
わ

れ
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
時
、野
球
は「
敵

性
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
迫
害
の
対
象
に

な
り
、
国
内
で
も
試
合
な
ど
を
自
粛
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
野
球
関
係
者
は
ス
ト
ラ
イ
ク
を
「
正

球
」、
ア
ウ
ト
が
「
ダ
メ
」
な
ど
、
各

種
の
用
語
を
日
本
語
に
置
き
換
え
、
そ

の
存
続
に
努
め
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
約

50
年
前
、
野
球
の
普
及
・
拡
大
を
目
的

と
し
て
用
語
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
人
物

が
、
俳
人
、
正
岡
子
規
（
本
名
は
常
規
）

で
す
。
日
本
に
野
球
が
伝
わ
る
４
年
前

に
松
山
で
生
ま
れ
た
子
規
は
、
明
治
17

年
（
１
８
８
４
）
に
東
京
大
学
予
備
門

に
入
学
し
ま
す
。
こ
こ
で
彼
は
生
涯
の

友
人
と
な
る
夏
目
漱
石
と
、
当
時
最
先

端
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
「
野
球
」
に

出
会
い
ま
す
。
正
岡
子
規
は
草
創
期
の

野
球
に
熱
中
し
、
捕
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
務
め
ま
す
。
ま
た
野
球
好
き
が
高
じ

て
、
フ
ラ
イ
を
「
飛
球
」、「
ス
ト
レ
ー

ト
」
を
「
直
球
」
な
ど
そ
の
用
語
の
翻

訳
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
中
馬
庚
が

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
「
野
球
」
と
翻
訳
す

る
４
年
前
の
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

に
は
子
規
の
幼
名「
升
」に
因
ん
で
、「
野

球
（
の
ぼ
ー
る
）」
と
い
う
雅
号
を
用

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
や
読

み
方
は
異
な
る
も
の
の
、
日
本
で
は
じ

め
て
「
野
球
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た

人
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
野
球

に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
肝
心
の
勉
学
が

疎
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を

助
け
た
の
が
同
窓
の
夏
目
漱
石
で
、
一

方
の
子
規
も
野
球
や
俳
句
を
漱
石
に
教

え
る
な
ど
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

博
物
館
展
示
資
料
に
「
友
情
の
証
」
！

　

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館
の
夏
目

漱
石
関
連
資
料
の
中
に
は
、
１
３
４
年

前
の
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
８
月
７

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
漱
石
が
友
人
４

名
と
夏
休
み
に
房
総
半
島
を
旅
し
た
際
、

そ
の
見
聞
を
漢
文
で
記
し
た
旅
行
記

「
木
屑
録
」
が
あ
り
ま
す
。
漱
石
は
こ

の
批
評
を
正
岡
子
規
に
依
頼
し
、
同
年

10
月
13
日
に
子
規
は「
び
っ
し
り
と
」朱

書
き
で
批
評
を
書
き
込
ん
だ
原
稿
を
漱

石
に
返
し
て
い
ま
す
が
、
子
規
は
漱
石

の
優
れ
た
漢
文
を
見
て
「
千
万
人
に
一

人
」
と
評
し
、
そ
の
才
能
を
称
え
て
い

ま
す
。
お
互
い
を
「
唯
一
無
二
の
親

友
」
と
認
め
た
漱
石
と
子
規
で
す
が
、

こ
の
「
木
屑
録
」
は
そ
の
友
情
を
物
語

る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
も
正
岡
子
規
は
、
野
球

を
題
材
と
し
た
句
や
歌
を
詠
む
な
ど
野

球
の
普
及
に
貢
献
し
ま
す
が
、
病
に
よ

り
35
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
。
正

岡
子
規
は
野
球
の
普
及
に
努
め
た
功
績

が
評
価
さ
れ
、平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

に
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

球
場
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
み
や
こ
」

　

終
戦
直
後
の
昭
和
24
年（
１
９
４
９
）

に
福
岡
の
舞
鶴
公
園
内
（
福
岡
城
跡
）

に
建
設
さ
れ
た
の
が「
平
和
台
球
場
」で

す
。
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
や
福
岡
ダ
イ

エ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
拠
点
に
な
っ
た
こ
の

球
場
周
辺
は
、古
く
か
ら
「
鴻
臚
館
」
と

い
う
古
代
の
迎
賓
館
跡
の
所
在
が
唱
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
元
年
（
１
９

８
９
）、
こ
の
球
場
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
、「
京
都
郡
庸
米
六
斗
」
と
記

さ
れ
た
木
簡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
遺

構
の
年
代
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ「
京
都（
み

や
こ
）」
の
表
記
が
約
１
３
０
０
年
前

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け

る
「
大
発
見
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
人
々
の
熱
意
に
よ
っ
て
１
５

０
年
の
歴
史
を
構
築
し
た
日
本
の
野
球

は
今
後
も
進
化
を
遂
げ
な
が
ら
永
く
継

承
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
井
上
信
隆
）

ふ
く
し
ま
か
ず

お

ぼ
う
ぜ
ん

し　

え
い

さ
い

ち
ゅ
う
ま
ん
か
な
え

ま
さ　
お
か　
し　

き

が  

ご
う

じ　
し
ゅ
く

な
つ　
め　

そ
う　
せ
き

て　　

が

や
き
ゅ
う

の
ぼ
る

ち
な

つ
ね
の
り

ぼ
く
せ
つ
ろ
く

せ
っ　
さ　
た
く　
ま

ぼ
う
そ
う
は
ん
と
う

た
た

よこ
う　
ろ　
か
ん

げ
い
ひ
ん
か
ん

と
な

も
っ
か
ん

ひ
ひ
ょ
う

お
ろ
そ

あ
こ
が

ぎ

し
き

う
ず

な

と

よ  

い
ん
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